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表紙に~~宣言"・

真夏を思わせる好天の中、櫛生しようぶ祭りが.

開{産されましたρ(12ページに関連記事)

2003 
No.554号

主な内容
P2 白地地域の建築形態規制について j
P4 区長会総会についてほか

P5 保健センターからのお知らせ
P6 いんふぉめーしょん
P8 年金コーナー ほか
P9 スクールとびっくす③、長浜町内!

の神社の絵馬⑤、人権詩

P10 重心、母子医療費助成について、
知っていますかっ水道のとと④

: P11 表彰
P12 ルポ
P13 文芸、 1歳です、 まんが
: 'P14 戸籍、長浜嵐



円見直レの背景
由地地域とは...

都市計画区域(※注1)の内、用途弛域(※注2)の指定のない区域を白地地域といいます。用途地域と
同様、白地地域にも、建べいf(来注3)・容穫率(法j主4)制限などの建築形態組制(建築制限)があります
が、建ぺい率は7000、容積半は400%という緩やかで全国一律の数値となっていました。一般的には、 2

階建てなどの低層・低密度の土地利用がされているものの、建ぺい率70%、容積平400%までの高層、高

密度の建築も可能であり、特に地方都i打で、は市街地の拡散化。分散化が見られ、将来、白地地域を用途

地域l二変更した際に、周辺建築物との建築規制上の不均衡を生じることも懸念されていました。

そこで…

平成13:¥1:.5月18日に「部市計画法及び建築基準法の一部を改正する法律」が施行されました。この法律

では、施行の日から3年以内(平成16年5月17日まで)に白地地域の建べい率・存積率・建築物の各部分の

高さについて定めなければならないことになりました。

日:異体協内容

白地地域の建奨形態規制lは、愛媛県が各地域の土地利用の状況等を考慮して、愛媛県都市計画審議会
の議を経て、指定することになります。このため、長浜町では県と連拡を図りながら、平成15年度に建

ぺい率・容積率制限等の建築形態規制の指定基準に問する素案を作成することになりました υ

⑤今回の法改正による親覇IJ値の見直し

今回の法改正により、現行一律だ、った規制値(建ぺい率70%、容積率400%)を、表lのとおり、県が

地域の実情に応じて適切な数備を定めることになりまLだc

現行の規制値と法改正による規制l値との比較

法改正によりド記規制値のi人]から適切な数値を定める

つ 30、40、50、60、70%

コ 50、80、100、200、300、400%

②長浜町の規制値の葉議

当日]では、現在、大字長浜・仁久・黒田.i中浦-晴海-拓海の全部と大字上老松・下須戒・大越。

白滝・柴の A部を合わせた約996haが都市計画区域に指定されています。この区域は、全てが用途地

域の指定のない都市計画区域(~、わゆる白地地域)です。一方、当町でほ、都市計間|マスタープラン(※

注5)の将来土地利用構想を実現していくために、現在、用途地域の指定に向けた調査検討を行ってい

ますが、今回の建築形態規制の見直しでは、肘途地域想定区域[fuは、暫定的に現行の肺IJ備を引き

継ぎ、その他の白地地域国は、容帯平のみを変更するという指定素案を、表2及び図 lのとおり作

成しました。

ピ憲法ぃ長浜町の建築形態規制値の素案

h 区域の区分一一 部市計画区域内 一一一
I )，長浜・仁久・黒田・沖浦の山間部と大字と老

[大字長浜仁久黒田 j即 l同音問(リ|松下須戒・大越白滝・柴(図lの国の区域)
海 拓海の全部(図1の囚の区域)※ただし、大和(郷)地匿地区計画のi悦は除く。

70% (今回の見直しでは、現行どおりですが、 70%
用途地域の指定時に改めて見直す予定です。) (現行どおりです。)

400% (今回の見直しでは、現行どお 1)ですが人 勾照
用迩地域の指定時に改めて見直寸予定です。) I 耳1行の400%から200%に変更します。)

!反則として、現行どおりです c

つ-u 



ミ寝室事露五銭おと主

③指貴重でのヌケνューJレ

〆点与

， 司ヘ、

平成14・1511.度…見Inしのための町の現況調査、町の去案作成、愛媛県都市計画審議会に付話、建

築規制!の決定

平成16年賢……ードi地地域の建築形態1J~制の施行(平成16~三5 月 j

窃皆さんガちのさ意見募集

建築形態規制(建べい宗・容積平市IJ限等)は、地味において確保すべき市街地環境の水準、土地利用の

動向、用途地域の指定などの隣接地域における連続性等を勘案して指定されますが、現在の規制値より

厳しくなる区域もあります。これは、高層住宅の建設などによるU照寺の相隣関係土の題を防止する

等、より良い住環境を保全するためですc直接、町民の皆さんに関わる事項であるため、ご見等があ

り空したら、平成15年7月本日までぷ役場企画調蓋課都市計画需{電請52・rm(内線38)、有線2132]ヘ
ご連絡くたさい。

。用語の説明
※注1 都市計画区域 都市計画法その他の関係法令の適用を受けるべき土地の区域。具体的には、市町村

の中心の丙街地を含み、かつ、自然的社会的条件、人口土地利用 交通量など
の現況・荘移を勘案して、一体の都市として総合的に整備、開発、保全する必要が
ある区域を指定する。

※注2用 途 地 域一・都市計画法に基づく地域地区の十種で、目指すべき市街地像に応じて用途lllJに分類
される12種類の都市計画の総称。

※j主3 建 べ い 率・建築物の建築面積の敷地面積に対する割合。
※注4 容 積 率・建築物の延べ面積の敷地面積に対する割合。
※注5 都市計画マス 'J~ブラン…市町村が都市計画;去に基づいて策定する、都市の将来像とその実現方策を体系的­

総合的に示す基本的な計画をいう。通称、市町村マスタープランあるいは、都市計
画マスタ一フランという。
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平
嘩
十
一
・
且
培
監

雇主
日
出
会
長
住
藤
繍
君
事
較
臨
酬
を
選
鑑

i

五
川
二
十
日
、
町
体
育
館
大
ホ
1
ル

で
平
成
十
五
年
度
恒
長
会
・
総
会
が
開

催
さ
れ
、
各
地
区
の
区
長
及
ぴ
町
関
係

者
ら
約
ぃ
日
三
十
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

村
一
長
会
で
は
、
委
嘱
状
交
付
、
川
長

あ
い
さ
つ
、
役
場
の
各
課
長
紹
介
な
ど

が
行
わ
れ
、
総
会
で
は
、
役
員
会
経
過

報
告
、
米
一
一
日
一
祝
辞
な
ど
の
降
、
平
成
ト

五
年
度
の
P

ナ
算
や
努
h
A
目
椋
な
と
が
審

議
さ
れ
、
全
て
承
活
さ
れ
ま
し
た
。

没
員
選
出
に
つ
い
て
は
、
五
月
十
一
一
一

日
に
体
育
館
会
議
空
一
で
開
催
さ
れ
た
役

員
会
で
改
選
が
行
わ
れ
、
会
長
に
藤
淵

季
志
叔
氏
(
長
浜
・
新
任
二
副
会
長

に
金
岸
信
次
氏
(
長
浜
・
再
任
)
と
大

成
利
男
氏
(
下
泊
戒
・
新
任
二
宇
務

川
町
長
に
古
岡
重
則
氏
(
長
浜
・
新
任
)
、

会
計
に
佐
々
木
庸
二
代
へ
沖
浦
。
一
材
任
)

が
、
そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
今
期
の
区
長
会
役
員
は
左
記

の
と
お
り
で
す
。
(
敬
称
略
)

長浜町区長会役員名簿 (H15.4.1~H17.3.31 ) 

先
J '¥ /í1~ 
jし1也

{
倍
毛
」を
視
察

3
長
浜
町

共
同
場
外
罵
舞
発
売
開

一
「
措
置
検
討
委
員
会

3

去
る
丘
月
十
七
円
、
共
同
場
外
馬
券

発
売
所
設
置
検
討
委
員
会
の
委
員
ら
二

十
人
が
共
同
場
外
馬
券
発
売
所
の
先
例

地
で
あ
る
「
パ
ル
ス
宿
毛
」
(
高
知
県

桁
毛
市
)
の
視
察
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
、
「
パ
ル
久
宿
毛
」
で
は
、
一
口
山

知
競
馬
が
中
継
さ
れ
て
お
り
、
設
備
の

状
況
は
も
と
よ
り
、
来
場
以
む
の
施
設
内

で
の
様
子
な
ど
を
首
長
視
察
す
る
こ
と 施設内を熱心に視察する委員の皆さん

が
で
き
ま
し
た
。
両
主
項
円
で
あ
る
周

辺
環
境
、
青
少
年
等
へ
の
民
替
、
経
済

波
及
効
県
等
六
十
数
項
目
に
わ
た
る
質

問
に
対
し
て
、
施
立
側
等
の
説
明
を
受

け
る
な
ど
、
終
始
熱
心
な
質
疑
応
答
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
先
例
地
視
山
計
調
査
の
結

果
に
つ
い
て
は
、
検
討
委
員
会
と
し
て

報
告
す
る
予
定
で
す
。

役
場
由
付
金
固
内
が

終
日
耕
一
一
市
煙
と
な
り
ま
す
i

ー
七
月
一
日
ス
タ
ー
ト
ij

健
康
増
進
法
施
行
に
作
い
、
多
数
の

人
が
利
用
す
る
施
設
は
、
受
動
喫
煙

(
室
内
写
に
お
い
て
他
人
の
た
ぽ
こ
の

煙
を
吸
わ
さ
れ
る
こ
と
)
の
防
止
を
す

る
た
め
に
必
要
な
折
民
を
講
ず
る
よ
う

努
め
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
作
い
役
場
で
も
七
月
ム
日
か
ら

庁
舎
内
を
終
日
禁
煙
と
し
、
併
せ
て
各

種
会
議
も
禁
煙
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す。
た
だ
し
、
喫
煙
さ
れ
る
方
は
、
本
庁

舎
と
新
館
の
間
に
あ
る
中
陀
に
山
煙
場

所
を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
の

町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
刷
い
し
ま
す
。

環
境
美
化
ピ

ご
協
力
く
だ
さ
い
?

4 

ー
伊
予
長
浜
駅
か
ら
め
お
願
い

5

当
駅
前
壮
、
こ
こ
数
年
、
夜
間
に
お

い
て
地
元
を
中
心
と
し
た
有
職
・
無
職

少
年
ら
の
集
合
場
所
に
な
っ
て
お
り
、

特
に
坦
ぷ
は
飲
洞
、
喫
冊
、
ゴ
ミ
の
散

乱
な
ど
が
ひ
ど
く
、
早
朝
駅
を
利
用
さ

れ
る
お
客
一
転
や
周
辺
住
民
の
方
た
ち
に

ご
迷
惑
や
ご
心
配
を
お
掛
け
し
て
い
る

の
が
現
状
で
す
c

同
月
[
二
日
以
降
、
当
駅
待
合
掌
内

は
、
最
終
列
車
到
着
後
か
ら
始
発
列
車

ま
で
の
問
(
午
伎
十
時
三
十
分
j
翌
午

前
五
時
三
十
分
)
入
室
禁
止
と
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

五
け
よ
り
昨
年
に
引
き
続
き
長
浜
中

学
校
P
T
A
の
ご
協
力
に
よ
り
、
夕
方

の
列
車
通
学
生
の
乗
車
時
刻
に
合
わ
せ

て
駅
前
付
近
の
筒
一
回
指
導
を
実
施
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
特
に
、
深
夜
に

駅
清
付
迂
に
集
ま
る
若
者
の
対
応
-
対

策
に
は
大
変
苦
慮
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
開
放
的
で
本
格
的
な
H
t
の

観
浩
シ
ー
ズ
ン
を
辿
え
、
当
駅
で
は
、

引
き
続
き
地
一
克
交
番
を
通
じ
て
大
刈
警

察
署
に
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
を
お
願
い

し
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
長
浜
町
の
氏
玄
関
と
し
て
、

さ
ら
に
は
公
共
交
通
機
関
と
し
て
駅
前

付
近
の
美
化
お
よ
び
清
掃
に
努
め
ま
す

の
で
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
情
報
抗
供

と
各
家
庭
で
の
教
吉
、
ご
指
導
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。



アジアを中心{こ流行しているSARS。変通機関の発達した現在、

いつどういう経路から、自分や家族が感染するとも限りません。 SARSの流行は、

不安や混乱を招いていますが、むやみに怖がるだけでは本く、感染症予防の正しい知識と情

報をもとは適切な予閉法に心掛けましょう。

S RSめ主な症状
1. 3 8度以上の急な発熱
2.疾を(↑わない咳
3.呼吸困難などの呼吸器症状
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国

W
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ザーズ

⑦ 手洗いをこまめにする 0

(i 

③ 

④ 

うがいをする。

マスクをする。

感染している人との接触を避け、流行している地域には行かない。

感染している人が集まる可能性の高い人ごみは、できるだけ避ける。

相談先保健所住所

保健所名 話 夜間・休日の連絡尭電

24-3165 1090-9770-8482 

(0894)22-4111 

その他、県内の害保健所及び松山市保健所

鐙 霊 要望騒言語

(璽鑑議髄時吸器症候群)

について

員襲撃 麗

。アンドA
~服薬中の方も薬の種類と臨薬期間によってl革、献血さきるようiこ窓りました。~

留 献血当日、服薬してきたのですが献血は可能ですかっ

A 薬の種類によってですが、以下の薬は当日の服薬でも献血が可能となりました。花粉症立どのア

レルギ一葉、曹腸葉、1!n.庄の降圧薬、高脂血壇治療薬、漢方薬、ビタミン葉、ミネ号斉IjtJどですo

G 咋日まで服用していましたが献血は可能ですかっ

A 睡眠薬、消失酵素剤、高底酸血症治擾薬など、多〈の薬が当自服用していなければ献血できます。

※ その[也、服用中 lr.から 3日聞は献血できない薬、原疾患により献血できない菜、重大な副作用な

どが知られているため献血できない薬があります。

※ 上記の楽およびその他の菜も献血者の健康状態、服薬日的、服薬期間、また症状により検診医師

の判断により献血をお断りすることがありますのでご了承ください。

〔お問い合わせ先]愛媛県赤十字血液センター(告関与973-0700)園長浜町保健センター(告52-3055・

構)2095)まで。
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ミ今年もや静ます! 童特訓給付金が継続支給されます
rn -e丹窪田{土}開催 も ~戦没者等の妻および父母等の皆さんへ~

~ {tlt必要薪婿~K9.フ反j 性量 ゆ u.，，，，酔 :11'1阿提唱h 〆 ;/_j 特別給付金の最終償還を終えた戦没者等の妻および父母等で、次の要件をi荷

毎年恒例のながはま赤橋夏まつりが、 たす方に改めて特別給付金が支給されます。

8}j 2日(刊に開催されます。俳句 。第17回特別論付金「い号」国債を受けられた戦没者等の妻で、平成15年4月

大会、水着撮影会、ピストリックカー 1 Uにおいて公務扶助料、遺族年金等を受ける権利を有している方に、額面2∞
展示、赤橋綱引き大会、カラオケ大ムモ 万円の特別給付金が支給されます。
打ち上げ花火、出声など、詳細な内合
を杭討中です。どうぞ、お楽しみに。 。第四回特別格付金「い号」国債を受けられた戦没者等の父母で、平成15年4

なお、詳しくは、後H配布するチヲ 月1Uにおいて公務扶同料、通族年金等を受ける権利または受ける資格を有し、

シにてお畑らせします。 かつ、平成15年3月311Jまでの間に氏を同じくする子も孫も有するに至らなかっ
炉掛~~腕時捕醐臨時::::::瞬間噂稿欄糊鴇醐 た方に、額面100万円の特別給付金が支槍されますc

車種神璽害者社会適応iA譲事業の 踊末JJjsJ礼寺院も恥日抗日で
~ tIi方難所若顛L~ず 【お問い合わせ先]詰求手続および内容の詳細につきましては、役場住民福祉
愛媛県では、通院巾の精神障害を持

つ方々 が、理解ある協力事業所のもと

で、仕事を通じ社会適応の訓練を行う

「社会適応訓練事業」を行っています。

この事業壮、訓練事業を利用する障害

者が、杜会山首に必斐な能力を伸ばし

たり、自立のチャンスをつかんでもら

うことを円的としています。

協力事業所とは…精神障害者に理解

を持ち、本人の自立のための訓練にご

協力いただける事業所で、県知事が適

当と認めた事業所です。協力事業所に

は毎月、訓締対象者の訓練日設を実詰

報告していただき、これに応じ県から

委託叫が支払われます。

ご協力いただける事業所は、下両ま

でご連絡ください。

課町民福祉部 (B52・1111 内線33 摘)2062)まで。
蓄脚磁揖繍損臨繍蹴i園町民圃蝿醐豊住吉:::制:・鵬踏ま醐臨蹴占書記鶴瓶醐醐鵬誌記長;蝿蹴節淵接盟

主富宅がキャンパス「放送大学ru /"-./学生募集~
放送大学は、テレビーラジオを利用して事業を行う正規の大学です。(スカ

イパーフェクTV、地上放送、 CATVで視聴できます。)

平成15年度第2学期学部生-大学院修士科目生および平成16年度大学院修士

全科生募集!

[募集期間]教養学部・大学院修土手l円生 平成15年 6 月 15 日 ~8 月 31 日

大学院修士全科生(平成16年度)平成15年 9 月 l 日 ~9 月 16 日

[募集内容]

*教主学部 -全科履修生(4 ;，~:以上在辛し、「学士(教養 )J の学位の取得を

目指す辛生j

-選科履修生(1年間在学し、希望する科目を履修する学生)

-科目履修生(1学則間 16カ月」在学し、希望する科目を履修
する学生)

[お問い合わせ先】大洲保健所 精神 O特
保健福祉感染症対策係(宮25-3165)ま

長 • 1学士(教養)Jの学位が取得できますc(全科履修生)
. 15歳以上であれば、誰でも入学でき、人文・托会@自然・!主業

等の幅広い分野の科目から学べます。(選科・科1I履修生)で。
締法廷踊唱鰐訟;~~;:込~予想哩概;世話都主主蹄語:~~~謹話器盟事苦

言大灘保健所からのお知性

女性の健康椙談

[日時1
7月1711(木)午絞 4 時~ 5時
[場所lk洲保健所
思春期保健相談

[司as]7月24日(木)午前10時~午
後4時
[場所]大洲保健所

※上司、ともに電話予約が必要です。

無料。

[お問い合わせ圃予約先〕大洲保鑓所

(B24・3165)まで。

-入学試験はありませんc

*大学院 -修士全科生(2年以上在学し、「修士J(学術)の学位の取得を

O特

目指す学生)

・11多士科 1J生(1学期間 16カ月J在学し、自分の学習、研究し
たい科目を選択して、 l科目から履修する学生j

長 ・「修士(学術)Jの学位が取得できます。入学者選考を行いま

すじ(修士全科生)

・18歳以上であれば、誰でも入学できます。(修士科目生)

[資料請求酒お聞い合わせ先]干790・0826松山市文京町3番

愛媛大学内放送大学愛媛学習センター (フリータイヤ)(，，0120-864・600:F A X 
情報サービス043-211・8351: http://www.u合ir.ac.jp/ hp)まで。
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知卸会位以
風蘭展

今年も櫛生の松本賢二さんが丹誠込

めて育てられた約30点の香り漂う美し
¥"風蘭が展示されます。ぜひ、ご覧く

ださいo

i期間17 月 8 日 ~20 日(月曜日休館・

午前9時~午後5時)
[場所]ふれあい会館ギャラリ←

国語担盟主主主:~;:士:法:~~~:::祖担聾盛畠都議説話控抵話蛍童話環器読ま::;:;:;理事

室ついに強動!
車~ミニバスケット -Jl-
ゑ クラブ員募集のお知らせ~
子どもたちの運動能力、精神力、パ

スケットの技術向となどを日的に、 ζ

ニバスケットクラブをスタ}トしまし

たー多くの参加をお待ちしています。

i場所]柴小学校体育館
!日時]6月4日よりスタ」トしてい

ます。(毎週水曜日)午徒5U，f30分~下

後7S~ごろまで

長浜専真愛野会作品発表会および [会費11カ月1000円

長浜懐かしの写真展 i対象者]小学校4・5・6年生
[その他]保護者の方は、送り迎えを

今阿は、長浜写真愛好会会員らが日
お願いします υ

ごろ撮られた情緒あふれる風景写真と
昔懐かしい長浜の町並み等の写真を合 入会(土随時、受け付けます。

わせて約60点を展示しますっ [お問い合わせ尭]発起人代表 橋本

ぜひ、ご覧ください。 宏保(曾52-2950(自宅)、雪印国1011

{期間]8月611 ~ 17 EI (月曜日休館・ (職場))まで。
午前9時~午後5時)

i場所}ふれあい会館ギャラリー

f議離鍾醸騒蛮島壬翠~;:::~臨f暴君轍酪輔罫翻顎感君臨霊長

皇子どもの人寵開題!こ関する
1 12時関電話掛端壁
松山地方法務局および愛媛県人権擁

護委員連??会では、子どもの人権問哩

に関する高話相談をfr¥，ぜす。いじめ・

体罰・虐待等の子どもの人権問題に関

する初日告であれば何でも結構ですむ(無

料、秘官厳守)

[日時]平成15年7)J 24日(木)

午前9時~午後9w，j 

i電話番号]フリーダイヤル
0120-025-550 

1相談担当者]人権擁護委員、弁護士
資格のある人権搾護委員、 iJょ詰局職員

:新刊情報です i
~長浜町立図書館~

書名 著者

。小児科医が説く 医者いらず

クスリいらずの健康法

定夫

耳目居主益事詩詩語蒋磁器搭臨漢詩器臨海寝耳去謹盛盛盟謹選選手話告:.~~告是正落語嵩選器~::~持事務器詩語詩語E熔隠語語寝耳:品ま苦手活語需主事謹謹盛盤現象ず:謁盟主 ‘ 。ヨーロッパの壁絵デザイン

松味利郎も 霧林経営をJi5譲します! 1 

寄~ ~森林経営セミナー受講生募集~
吉正

愛媛県では、意欲的な森林経首者の育成を目的に、他産業に従事している森林所

有者や退職後森林経営に取り組もうとしている庁々 を応援するため、林業全般にわ

たる知識や技術を学ぶセミナーを開催します。林業を取り巻く故新情報や活用方法

について実技ヤ現地研修を通じて学んでみませんか。

{期間]

第l凶 9 月 10 日 ~11 日 開講式、講義、製材品等の流通調正

第 2~ 9 月 24 日 ~26 日 育林、間伐作業実習

0愛媛JUIli文紀行
(明治・大正・昭和の佳造物)

(賄えひめ地域政策研究センター編

トコトンやさしい年金の本

大和総研年金事業本部編

。遠きzf[嶺 谷甲州、i

第3回 10 月 22 日 ~23 日 機械器具のメンテナンス、特用林産物等についての講義 E

市4同 11月1日 木の建築フォーラム等への参加

第5目 11 月 19 日 ~20 1ì 霞具体業地視察研修(県外)

第6回 12月11日 講義、開講式

※日程は、 Jd民等の都合により変更することがありますU
[場所]愛媛県林業技術センターほか

i対 象]①森林所有の方②森林の管理、経営に関心のある方
る方で5国のセミナーに継続して出席できる方

i定且]県下全域で15名
講料]J!If，科(ただし、通勤転費、 it費は受講者負担となりますJ
Lお問い合わせ先]八幡浜地方局大洲林業課(曾24-4131)まで。

!記に該¥[iす邑
@弓手主~霊安主子三古参毛"þ;i士号室-三主主主毛主肖三善毛~番通

17F署
官 [潤JII重量護月間」
長 一人ひとりが愛護の精神で、河川

〔お申し込み先]役場経済課農政保 (B52四1111内線68t有 23)まで。 口清掃等にも積極的に参加して、みん

目なで河川を守っていきましょう o ~ 



幅~~l見詰鏑入組関長詞鵠
~己んなとき!認識@・~圏畏年金の保験料免験制震~
国民年金は20)まから加入し、 60者までの40年間、保険料の納付が必要ですが、所得(収入)の減少や失業等で経済的
に保険料の納付が困難な坊合には、本人の申請によって国民年金保険料の納付を免除する詰|肢があります。「納められな

いから」といって、国民年金保険砕を未納のまま放巴しますと、その間に事故や病気で重い障害が残っても障害年金が

支給されない場合もあります。

また、保険料納付(免除)期間が不足して、牛をとったとき年金が受給できない場合もありますので、保険料納付が

困難な場合には免除申請をしてください。

直陛重り対象E耳苅司
①前年の所得(収入)が少なく、納付困難な場合。(収入の目安は下記の表を参照)

②障害者または寡婦てれあって、前年の所得が125万円以下の場合。

③生活保護法による生活扶助以外の扶助を受けている場合。

④申請のあった自の属する年度または前年度において、

-震災、風水害、火災等により賜産の2分の1以上の損害を受けたときo

E 失業等により保険料を納付することが困難と認められたとき。

園離職者支霞資金貸付申l肢の貸付金の交付を受けたとき。

彊全額免除と半額免除の対象となる収入の目安は・

世帯・単身の別 世帯員数 全額免除

4人世帯

|iL| E収所収L得得入入||| 2211 66ク1409口万万万7J吐円円円夫か妻のいす、れか (夫婦、子2人)

に所得(収入)の 3人世帯

ある世帯の場合 l「l(夫(夫単婦2人同身、面世r-帯帯1f 人)) 所得 94万円
収入 1 59万円

単身世帯の場合 所収 得入 3ち万万円円
ト 1一一0一0 

画雪量t!J

半額免除 」

所得 之85万円
収入 424万円

所収 得入
215万円」
333万円

所得 172万円
収入 271万円

所収得入 | ! 85万円
150万円

役場の国民年金担当窓口に用意している f国民年金保険料免除申請書」に必要事項を記入してください。年金手帳と

印鑑をご持参くださいcなお、失業の場合は、[雇用保険受給資格者f固または噛職票jの写しが必要です。

団刀
大半額免除の場合は、その半額を納付しなければ半額免除は認められません。

古学生は免除申請できませんので、「学生納付特例申i動を行ってください〉
大免除申詰は、前年の所得を確認する必要があるため毎年恥自が必要です。

大免除を受けた期間l士、免除を受けて10年以南に「追納Jしましょう。追納の納付書は、お近くの社会保険事務所へご
依頼ください

大自国富謹言諸国語昌司副司
~子ども定事の安盆を守るう~

最近、子どもたちが被害者となる犯罪が連

続発生しています。警察では、子どもたちの

登下校の時間帯を中心に警ら活動を強化して

います。地域住民の仲さんも子どもたちを見

かけたら防犯意識をもって見守ってください。

なお、不審者等を発見した場合は、速やか

に警察へ通報してく ffさい。
[連絡先}大淵警察署(fl25-1111)まで。

~舎坊で交通死亡事散発生!'"

5月18R下前5時30分頃、ケ坊の国道378号で、双海町方面へ走行
中の乗用車が、スピードの出しすぎにより道路左側のガードパイプに

衝突、運転していた若者(男性)が死亡する交通事故が発生しました0

0車を運転される方へ
スピードの出しすぎは大変危険です。車は便利で楽しい道具ですが、

心のコントロールで安全なドライブを楽しみましょうハ

また、シートベルトは、必ず締めましょう。 -8一
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持
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し

た
。
自
然
を
楽
し
み
な
が
ら
、
ひ
た
す

ら
山
逼
を
歩
き
ま
す
。
頂
上
に
近
づ
く

に
つ
れ
、
天
気
が
悪
く
な
り
気
温
も
下

が
り
始
め
不
安
に
な
り
ま
し
た
が
、
み

ん
な
の
が
ん
ば
り
と
職
員
の
連
携
に
よ
っ

て
属
事
全
日
程
を
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
み
ん
な
の
心
の
中
は
達
成
感

で
い
っ
ぽ
い
に
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
紙
聞
の
都
合
と
詳
し
く
紹

介
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
柴
小

学
校
に
は
一
年
間
を
通
し
て
、
わ
く
わ

く
す
る
よ
う
な
行
事
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
恒
例
に
な
っ
て
い
る
ど
ろ
ん
こ

バ
レ

l
犬
会
、
地
域
の
方
と
の
締
め
縄

作
り
、
特
設
の
ク
ロ
ッ
ケ
I
コ
l
ト
も

あ
り
ま
す
。
放
課
後
に
な
る
と
、
全
員

で
遊
ん
で
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
柴
小
学
校

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
っ

シリーズ

井

内

功
(
下
須
戒
)

わくわくファームでハイチーズ(柴小体育館横の畑)

五

漉
氏
と
平
家
に

闘
す
る
論
露

平
安
時
代
末
期
の
、
源
氏
と
平
家
の

戦

w
に
関
す
る
絵
馬
も
多
い
。
牛
若
九

が
鞍
馬
山
で
修
行
を
し
て
い
た
頃
の
場

面
で
あ
ろ
う
か
。
「
鞍
馬
山
中
牛
若
丸
」

(
住
吉
神
社
、
穂
積
の
一
宮
神
社
)
を

は
じ
め
、
牛
若
丸
と
弁
慶
の
五
条
の
橋

で
の
戦
い
、
源
頼
朝
が
芋
共
に
失
敗
し

洞
砲
に
逃
れ
た
と
き
、
梶
原
影
時
が
や
っ

て
き
て
故
意
に
助
け
た
と
き
の
場
面

(
今
坊
の
客
村
社
と
新
田
神
社
)
、
屋
島

の
戦
い
の
と
き
、
那
須
与
一
一
が
扇
の
的

を
付
抜
い
た
坊
而
(
豊
茂
の
伸
山
神
社
)
、

壇
ノ
浦
の
戦
い
の
と
き
、
源
義
経
が
八

般
跳
び
を
し
て
逃
れ
た
場
面
(
住
吉
神

社
)
な
ど
、
他
の
四
か
町
村
に
も
源
平

の
戦
い
仁
関
す
る
絵
烏
は
多
い
i

みんなで協力したみこし練り

〔
鞍
馬
山
中
牛
若
丸
」
穂
積
一
宮
神
社

一

今

、

一

一

あ

な

た

が

も

し

一

一

鏡

を

は

た

な

ら

一

一
そ
こ
に
何
が
う
つ
っ
て
い
る
で
し
ょ
一

胆

ミ

・

一
、
っ
カ
っ

一
オ
シ
ャ
レ
を
し
て
い
る
自
分
つ
一

一

ぼ

ー

っ

と

し

た

自

分

つ

一

一

笑

っ

て

い

る

自

分

つ

一

一
そ
こ
に
う
ワ
っ
て
い
る
の
は
一

一

あ

な

た

の

姿

で

寸

コ

一

一
点
氾
こ
ま

圃
ハ
f
J
P
U
P
L
q

一
あ
な
た
の
委
し
か
う
つ
り
ま
せ
ん
。
一

一

「

考

え

て

い

る

こ

と

」

も

一

一

「

思

っ

て

い

る

こ

と

」

も

一

一
う
つ
る
の
は
鏡
で
は
な
く
て
一

一

あ

な

た

円

身

の

心

で

す

。

一

一

そ

の

心

に

う

つ

っ

た

姿

を

一

一

行

配

仁

、

つ

つ

し

て

一

一

「

い

い

の

か

っ

」

一

一

「

わ

る

い

の

か

?

」

一

一

ほ

ん

の

少

し

だ

け

回

一

考

え

て

く

だ

さ

い

。

一

人

権

(
同
年
度
人
権
作
文
集
よ
り
)

詩

「
鏡
」

中
学
一
年
生
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重度IC，身瞳害者医療費助戚制鹿
iこコい乏のお知らせ

この制度のは的は、重度心身障害者に対

して医療衰の昔日を助成することにより、

重度心身障害者の生活の安定と福祉の閉進

を図るためのもので、対象となる方は次の

とおりです。

0対象者
・身体障害者手帳1級の方、または 2純

の方

・療育子帳A級の方、またはB粧の⑪の

方で身体障害者手帳を所持している方

O封象除外
-生出保護の適用をそけている方

。資格の取得及び喪失

医療費の助成を受けることができる方

の資倍は、受給者証の交付決定日から、

資格要件に該当しなくなった日までです。

O手続きに必要なもの
身体障害者手帳、または療育手帳、医

療保険証、印鑑

母子家Ji嘩麓費助成制震についてのお知らせ

この制度の目|川土、母子家庭に対して医療費の一部を助

成することにより、母子家庭の保健の向上と福祉の増進を

函るためのもので、対呆となるi世帯は次のとおりです。

0封象者
・母子家庭の母と児童 園父母のない児童

・準母子家出の祖母と孫、または姉と弟妹

0対象除外
・家庭主(父母のない児童を扶養する者を含む)の前年

(1 ~ 6月申請分については前々年)の所得が一定額を

超え、所得税が課税されている家庭c

-生活保護の適用を受けている家庭。

0資格の取得及ひ喪失
医療費の助成を受けることができる方の資格は、受給

者証の交ノ付決定日から、原則として母の婚姻、あるいは

児童が20歳に到達等により資格要件を欠くに至った日ま

でですc

0手続きに必要なもの
医療保険証、印鑑、転入者ほ所得証明書、子供が大学

生等であれば在学証明書

「一一一一一一一一一一一一一一-za----nt・-丈文士一一一一一・「

阿Ep払おも潤抑瓜王位認!
i璽鱈関韓議盟蕗鱒藤 安全川間町)ませんパばらく放置すれば透明 j
i 上水道を使用していて、水に色がついていたり、変な になります。また、給湯器が原田となって陥場合もあ 1
1匂いがしたりして囲ったごとはありませんか。長浜町で ります。いつも出るようであれば業者に調べてもらう必 1

jば常時安全な水を供給するために努力していますが、皆 要があります。!
iさんの家庭の蛇uに届くまでにはさまざまな過程を艇で カルキ臭い水が出るのは、衛生上塩素消毒が義務付lt! 
iおり、このため予測のつかないトラブルが発生すること られているためで、病原菌の汚染から守られた安全な水!

!もありますr 今回は、こんな時の水のトラブル解決法に である証拠です。気になる場合は、煮沸刊てから肘 l
jついてふれてみます。 せば臭わなくなりますo I 
1 赤い水が出るのは、工事による ~:i'lr水や配管の扶さびが この他にもいろいろ

i原因となっているよとが多々あ刊すO 近所で水道工事 なトラブルが考えられ
iをしていない場合は、管内の水をしばらく捨ててきれい ますが、いつもと異なっ
になるのを待ちましょう。また、本音工事などで広範囲 た状態の水が出る場合

に赤水が発生するおそれのある場合は事前に述椅をしま は、遠膚なく生活環境

すが、地域全体の配水管内の水が入れ替わるまで解消し 課(宮52~ 1 ] 11 <内線

ないことが多いので、使崩には十分注意してください。 53・聞2091))へご連

」 白い水が出るのは、空気が混じったことが原因であり、 結ください。 ー いつでも安全な水が位めるよう努力しでいます
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こ
の
た
び
、
長
浜
の
丙
村
護
さ
ん

(
八
八
)
辻
、
永
年
に
わ
た
り
議
会
議

員
と
し
て
地
方
自
治
に
尽
力
さ
れ
た
功

杭
に
よ
り
、
平
成
十
五
年
四
月
一
口
付

け
で
勲
大
等
単
光
旭
日
章
を
受
章
き
れ

ま
し
た
。
; 
明。
事

3 
8 
明

事

; 
活
羽
切

唱。
事
態

こ
の
た
び
、
沖
浦
の
久
保
一
光
さ
ん

(
七
回
)
は
、
永
年
に
わ
た
り
消
防
の

分
野
に
お
い
て
尽
h
心
さ
れ
た
功
績
に
よ

り
、
平
成
十
五
年
凶
月
二
十
九
日
付
け

で
勲
六
等
瑞
宝
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

受章された西村護さん

-
A

月
十
一
ム

U
、
松
山
市
で
閣
催
さ
れ

た
愛
媛
県
文
化
協
公
創
立
十
周
年
記
念

式
典
の
席

t
、
白
滝
の
川
野
勝
敏
さ
ん

(八

O
)
は
、
永
午
に
わ
た
り
愛
媛
県

之
化
協
会
の
党
民
と
長
浜
町
文
化
協
会

会
長
と
し
て
文
化
の
振
興
に
多
大
な
貢

献
を
呆
た
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
功
労
者

表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

受章された久保一光さん

五
月
一
一
十
二
一
円
、
松
山
市
で
開
催
さ

れ
十
一
統
計
協
会
総
会
の
席
上
、
下
須
成

の
大
野
安
俊
さ
ん
は
、
統
計
事
務
お
よ

び
統
計
協
会
事
業
に
功
結
が
あ
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
愛
媛
県
統
計
協
会
総
会
統

計
功
労
音
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

小
西
臣
賞
幸
さ
ん
ら

林
事
庁
長
官
喪
彰

ー
県
し
い
た
け
共
進
会

5

五
月
二
十
八
日
、
五
十
崎
町
で
開
催

さ
れ
た
第
四
十
五
回
愛
媛
県
L
い
た
け

共
進
会
の
山
上
、
小
河
長
幸
さ
ん
ら
五

人
の
背
さ
ん
が
林
野
庁
長
官
表
彰
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
P

な
お
、
主
な
交
賞
者
は
次
の
)
ど
お
り

で
す
。
戸
敬
称
略
園
胤
不
同
)

〔
林
野
庁
長
官
賞
〕

特
選
物
の
部

小
阿
長
幸
(
叫
ん
点
・
ご
う
ご
J

一

泊
物
の
部

町
田
公
介
「
血
見
茂
・
ど
ん
こ
)

宇
都
宮
俊
英
(
豊
茂
圃
こ
、
つ
よ
)

中
嶋
正
一
(
柴
・
こ
う
し
ん
)

ほ
だ
本
育
成
の
部

増
田
吉
邦
(
豊
茂
)

{
知
事
賞
〕

特
選
物
の
部

村
上
一
憲
(
桁
生
m

こ
う
こ
)

山
下
利
治
(
山
市
・
こ
う
し
ん
)

大
成
長
功
(
豊
茂
e

F

」
、
っ
し
ん
)

上
回
諭
(
穂
積
一
・
ど
ん
と
)

小
西
長
幸
へ
柴
。
ど
ん
こ
)

袖
物
の
部

宇
都
宮
佼
英
(
豊
茂
・
ど
ん
ご
J

村
上
一
憲
(
櫛
生
・
と
う
こ
)

増
田
時
敏
(
豊
茂
・
こ
う
こ
)

政
辺
恭
一
(
世
茂
・
こ
う
こ
)

増
田
成
虎
(
豊
茂
・
ご
う
し
ん
)

宇
都
宮
嘉
子
(
豊
茂
・
こ
う
し
ん
)

〔
県
森
連
会
長
賞
〕

特
選
物
の
部

宇
都
宮
俊
英
(
豊
茂
・
と
う
し
ん
)

大
成
淳
(
豊
茂
・
こ
う
し
ん
)

付
上
久
美
子
(
櫛
空
・
ど
ん
と
)

箱
物
の
部

上
回
諭
(
穂
積
・
こ
う
こ
)

ト
旧
日
田
良
子
(
豊
茂
a

ニ
う
し
ん
)

宇
都
古
嘉
子
(
曲
一
世
氏
・
こ
う
し
ん
)

波
辺
キ
ヨ
子
(
豊
茂
・
ど
ん
こ
)

ぽ
だ
よ
小
育
成
の
部

冨
田
幸
雄
(
豊
茂
)

五十崎町で行われた表彰式
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海
上
で
の
熱
い
戦
い

ーシ
l
カ
ヤ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ

叩
え
ひ
め

1

五
月
十
七
日
j
十
八
日
の
一
一
日
閥
、

タ
や
け
こ
や
け
ラ
イ
ン
沿
い
の
伊
予
灘

で
、
シ
l
カ
ヤ
リ
ノ
ク
フ
エ
ス
夕
日
え
ひ

め
が
開
催
さ
れ
た
。

十
七
日
は
、
肱
川
を
ド
る
清
流
ツ
ア
ー

が
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
前
日
ま
で
の

雨
天
に
よ
る
増
水
の
た
め
、
急
き
よ
い
吃

貞
し
、
肱
川
河
口
か
ら
櫛
生
港
ま
で
の

ツ
ー
リ
ン
グ
が
行
わ
れ
た
。

翌
十
八
日
に
は
、
長
摂
か
ら
双
海
に

か
け
て
、
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
レ

1
ス

が
行
わ
れ
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
一
一
一
十

二
人
が
、
穏
や
か
な
海
の
上
で
、
熱
い

戦
い
を
繰
り
広
げ
て
い
た
。

力
強
〈
ス
パ

ー
長
浜
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

1

ウ

!

し
一
ハ
リ
八
日
、
ス
ポ
ー
ツ
、
セ
ン
タ
ー
で

第
仁
川
長
浜
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開

催
さ
れ
、
山
内
外
か
ら
卜
三
チ
l
ム
が

参
加
し
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
c

だ
な
枯
果
は
次
の
と
お
り

引

子
{
優
勝
一
大
洲
選
抜

一
準
優
勝
一
長
浜
体
協

一
第
三
位
一
五
十
崎

次

子
一
般
勝
一
ら
っ
と
長
浜

一
准
優
勝
}
と
み
す

一
第
一
一
一
位
)
五
十
崎
B

伊予灘へこぎ出す選手たち

色
舗
や
か
に

1
時
間
生
し
よ
う
ぶ
祭
り
1ノ

華麗なるスパイケ 1

六
月
八
日
、
櫛
件
に
し
よ
ろ
ぷ
悶
で
恒

刊
の
櫛
生
し
よ
う
ぷ
也
市
り
(
同
生
公
民

監
・
須
沢
?
館
。
櫛
生
福
祉
セ
ン
タ
ー

主
催
)
が
開
催
さ
れ
た
。

福
山
住
セ
ン
タ
ー
横
の
し
よ
う
ぷ
問
で

辻
、
三
十
種
約
一
万
本
の
し
よ
う
ぷ
が

見
ご
ろ
を
迎
え
て
お
り
、
地
元
小
学
牛

が
ス
ケ
ッ
チ
す
る
委
も
見
ら
れ
た
。

ま
た
、
会
出
で
は
、
出
自
に
よ
る
バ

ザ
ー
や
無
料
の
そ
う
め
ん
流
し
、
小
学

生
に
よ
る
特
年
踊
り
な
ど
も
行
わ
れ
、

多
く
の
来
場
者
を
喜
ば
せ
て
い
た
り

バ
ケ
ツ
で
稲
を
戴
培
中

多数の客でにぎわったバザー会場

ー
長
浜
小
学
校
め

「
総
合
的
な
学
宵
」

長
浜
小
学
校
で
バ
ケ
ツ
を
使
っ
た
杭

を
栽
培
中
で
、
児
主
た
ち
は
興
味
を
持
っ

て
取
り
組
ん
で
い
る
。

こ
の
授
業
は
、
五
年
生
川
十
人
が

「
総
ん
門
的
な
学
習
」
の
吋
聞
を
使
い
、

中
国
四
国
農
政
川
愛
媛
農
政
事
務
所

(
旧
食
糧
事
務
所
)
の
職
は
の
協
力
を

伴
な
が
ら
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
バ

ケ
ツ
和
の
栽
培
指
導
か
ら
、
パ
ネ
ル
を

使
っ
た
出
前
説
座
授
業
も
行
っ
て
い
る
。

芽
出
し
を
し
た
種
も
み
を
イ
粒
粒
え

な
バ
ケ
ツ
の
百
も
和
十
五
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
に
育
ち
、
六
月
十
一
日
に
は
そ
の

中
か
ら
一
本
を
選
ぴ
、
バ
ケ
ツ
の
中
心

に
植
え
な
お
す
(
田
植
え
に
あ
た
る
)

作
業
を
行
っ
た
心
併
せ
て
土
の
中
に
般

素
を
入
れ
る
た
め
か
き
混
ぜ
る
作
業
も

行
っ
た
。

川
山
室
ら
は
、
恐
る
恐
る
手
を
入
れ
な

が
ら
も
、
職
員
の
「
バ
ケ
ツ
の
中
心
に

あ
ま
り
深
く
植
え
す
ぎ
な
い
よ
う
に
」

「毎

H
観
察
し
て
水
を
絶
や
す
こ
と
の

な
い
よ
う
に
」
な
ど
の
指
導
を
三
け
、

稲
作
の
大
変
さ
を
感
じ
て
い
る
と
同
時

に
秋
の
収
穫
を
楽
し
み
に
じ
て
い
た
。
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職員より説明を受ける児童たち

[大きく育ってね」

年r
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大圏
易圏
雲閣

小
寺
日
や
今
日
は
ど
な
た
と
打
と
う
か

な
心
、
っ
き
う
き
自
動
車
と
ば
す

藤

岡

喜

代

夫

耕
伝
を
終
へ
し
ば
か
り
の
泥
の
田
に
つ

ば
く
ろ
突
込
む
垂
直
に
き
て

村

上

テ

ル

子

惨
木
立
一
途
絶
え
明
る
き
山
頂
に
見
放
っ

山
脈
新
緑
に
前
ゆ

)¥よ

廿
F
、
7

fs 

有
難
や
念
願
叶
い
て
善
光
寺
犬
と
一
緒

に
お
数
珠
頂
く

東

利

子

さ
わ
や
か
な
-h
月
の
空
に
棚
引
く
細
川
A

は

H
U
ら
を
肋
ま
し
悠
性
と

j

;

!

:

:

 
渡

辺

ス

マ

子

満
開
の
枝
垂
れ
桜
に
お
手

ιの
綾
振
る

如
く
メ
ジ
ロ
飛
び
交
ふ高

子
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とも ひろ

標 智生ちゃん(沖浦)

平成14年7月14日生まれ

i駐車ゐ謀議長院 しとけて
くこ二まほ矢口
育人しし的;
つでたいで
て仲。と品

川手ね良真願格
7/、 く由いの
主 l回 大告をあ
呈掃 きお込る
雇ぎ く姉め人
-'<ん たちでに
ん・ くや名な
) まんイ寸つ

思缶ゴ二ヤ-f-?~-f; lノ
1-1:': 

ナ
ガ
ヨ

τ設

日

大

和

小

学

校

H

あ
じ
さ
い
の
青
や
む
ら
さ
さ
か
た
つ
む

り

同

年

山

本

光

五
月
雨
が
晴
れ
て
か
が
や
く
に
じ
の
橋

四

年

仲

田

美

沙

初
田
植
え
か
え
る
が
ぴ
ょ
ん
と
に
げ
出

し

た

四

年

宮

本

車

弓

ほ
た
る
ま
う
夜
に
か
え
る
の
大
家
族

凹

年

小

阿

美

帆

プ
ラ
モ
デ
ル
十
四
個
日
だ
五
月
晴
れ

五

年

小

西

一

志

小
人
も
ら
い
初
め
て
抱
い
た
夏
休
み

五

年

二

宮

梢

田
植
え
を
し
ど
ろ
ん
こ
遊
び
鼻
に
土

五

年

二

一

品

渉

車
窓
か
ら
流
れ
る
景
色
ま
ん
じ
ゅ

L
や

げ

六

年

清

水

里

湖

眠
た
く
て
寝
れ
ば
寝
る
ほ
ど
五
月
雨
降

六

年

宇

都

宮

綾

る

干支

千てt
き
7 
7三 1)
年の
行二
畝列
商
中庖
ノ4ーて
l土j

千

AV
ハ〉

A
V
C
A
V
O
争
〈
〉

A
V
C
+
〈
〉
争

o
a
'
O
争
〈
〉
争
心

毎
月
行
わ
れ
て
い
る
保
護
司
・
事
(
生

保
護
婦
人
会
に
よ
る
子
育
て
支
援
「
体

験
学
習
」
の
中
か
ら
今
回
は
村
上
佳
さ

ん
の
感
想
文
を
紹
介
し
ま
す
。

お
お
ず
け
い
さ
つ
し
ょ
位
行
っ
て

長

浜

小

学

校

村

上

佳

四
月
十
九
日
に
け
い
さ
つ
し
ょ
に
行

き
ま
し
た
。
交
通
あ
ん
ぜ
ん
の
お
話
を

聞
く
こ
と
が
で
き
、
し
ん
ご
う
の
さ
ま

り
を
教
え
て
も
ら
い
、
J

ま
し
た
。
赤
は
止

ま
れ
、
黄
色
は
二
び
ょ
う
で
亦
に
な
る
、

青
は
す
す
め
、
と
い
う
い
み
で
す
。
青

で
も
車
が
く
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
、

右
左
を
見
て
手
を
あ
げ
て
わ
た
り
な
さ

土
土
，d
q
I
 

い
と
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
き
ま
り

を
ま
も
っ
て
し
ん
ご
う
を
わ
た
ろ
う
と

思
い
ま
す
む
こ
ん
ど
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん

と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
お
さ
ん
ぼ
に
い
く

と
き
に
、
交
通
ル

I
ル
の
こ
と
を
教
え

て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
お
じ
い
ち
ゃ

ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
交
通
じ
こ
に
あ
っ

た
ら
い
や
だ
か
ら
で
す
。

パ
ト
カ
ー
に
も
の
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
ピ

i
ポ
I
と
す
を
な
ら
す
ス
イ
ッ

チ
が
あ
り
ま
し
た
。
パ
ト
カ
ー
の
お
じ

さ
ん
が
い
ろ
い
ろ
な
お
話
を
し
て
く
れ

ま
し
た
M

や
さ
し
い
お
じ
さ
ん
だ
っ
た

け
ど
、
は
ん
に
ん
を
つ
か
ま
え
た
り
す

ろ
こ
と
も
あ
る
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

け
が
を
し
な
い
で
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い

で
す
。き
ょ
う
は
、
た
の
し
か
っ
た
し
、
と

て
も
べ
ん
き
ょ
う
に
な
り
ま
し
た
。
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7月15日，...， 8月14日

事、~<I)>>ルシダー
日 曜日 行事名 土嚢 所 時間

15 火
不用犬・不用ねこ回収日

大腸がん検診容器配布 今坊しおさい館 9・00-10:00

16 水 ぴん・缶収集日

有害ゴミ収集日

育児サークル・育児棺談・ 保健センター 10:00-11 :30 
18 金 はみがき相談
1歳6カ月および3歳児 保健センター 13:00-13:30 
健診

22 火 胃がん検診 白滝公民館 7:00-9:00 

ペットボトル・発泡スチ

23 水
ロール収集臼

胃がん検診 白滝公民館 7:00-9:00 
町内小学校水泳大会 長浜小学校 9:00-

24 木 大腸がん検診容器配布 沖浦公民館 10:00-11:00 

組大ごみ収集日

25 金 特設人権相談所開設 保健センター 10:00-15:00 
乳がん・子宮がん検診 術生小学校 13:00-14:00 

27 日 第39田町民体育祭
長浜町スポーツ

8:30-
センターほか

30 水 胃がん検診 沖浦公民館 7:00-9:00 

8/1 金
古紙・紙パック収集日

乳がん・子宮がん検診 白滝公民館 13:00-14:00 

ながはま赤橋夏まつり ふれあい会館 9:30-
2 土 俳句大会
ながはま赤橋夏まつり 町民の広場 13:30-

5 火 不用犬・不用ねこ回収日

6 水 びん・缶収集日

7 木 乳がん・子宮がん検診 保健センター 13:00-14:00 

8 金
燃やさないゴミ収集日

乳がん・子宮が.ん検診 保健センター 13:00-14:00 

10 日 夏季囲碁大会 ふれあい会館 9:00-

11 月 大腸がん検診容器配布 保健センター 9:00-10:30 

13 水
ぺットボトル・発泡スチ

ロール収集日

万葉の歌人 山上憶良は、
しろ~'l:l < ~fね たま

銀も金も玉もなにせむにまされる宝子に如かめやも

と、歌っている。

千家元暦は、子どもに思いを寄せて次のような詩を書いている。

初めて子供を

草原で地の上に下ろして立たした時

子供は下許り向いて

立ったり 、しゃがんだりして

一歩も動かず

笑って笑って笑ひぬいた

恐ろしさうに立つては嬉しくなり、

そっとしゃがんで笑ひ

その可笑しかった事

自分と子供は顔を見合はして笑った。(後略)

子どもはまさに宝である。もうこれ以上宝物が少なくならないこと

を祈りたい。

今月は岡花員ーさん・

紀子さんのカップル

ゆ
5
月
届
出
分
(
敬
称
略

結

婚

イ主

戸斤

氏

ぷL， 
治柴
市

塚花

紀轟

八岡

イ主 5 お
所塁 誕
百生
そ分 お

24薮め
名性 で:
E と
室 う
著 !!
名

柴長下
須
戒

-中

渡
遅

拓げEは舞ま和字
斗と奈な梨り哉ゃ

ヨE 修;J童
秀一 也

'/真

t兵

稲
田

岡
田

j再Z

中
山鳥

お
〈
や
み

5
月
届
出
分

(
敬
称
略
)

住

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

下
須
戒

白

滝

矢中

美

(八
六
)

一
(五
O
)

里子 ) 1/ 

純勇

名

長

浜

清

水

武

(

八

二
)

長

浜

浦

上

ト

ラ

子

(

七

八

)

沖

浦

愛

野

美

代
子

(
六
八
)

沖

浦

愛

野

清

重

(

七

七

)

豊

茂

楠

野

マ

サ
コ

(八
七
)

今

坊

亀

井

利

雄

(

七

一

)

長

浜

田

測

四

郎

(

七

四

)

3
料

保

中

額

万

訂

「

号

険

の

表

金

川

上

月

保

せ

方

る

必

た

じ

6
護

ら

り

あ

お

し

び

川

知

ま

こ

ぞ

で

古

本

の

お

決

仰

れ

り

折

ジ

の

の

ぢ

そ

誤

て

正

一

正

料

ι
、
の

し

訂

ペ

改

険

加

は

円

正

子一

み
な
さ
ん
か
ら
の
お
便
り
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す

地
域
の
話
題
や
、
珍
し
い
現
象

・
あ

る
瞬
間
の
写
真
な
ど
お
気
軽
に
ご
投
稿

く
だ
さ
い
。

投
稿
先

・
お
問
い
合
わ
せ
は
、
役
場

総
務
課
情
報
管
理
係
(
下
記
)
ま
で
。

人口・世帯数のうごき

5月末現在 前月との比較

9，346人 16人減
人 口 (男 4，412人) (男 8人減 )

女 4，934人 女 8人減

世帯数 3，584世帯 3世帯減
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